
  しかし、第二次再審でのこれまでの審理で、この５

点の衣類は袴田さんのものではないことが、新たな

事実で明らかになったばかりか、事件とは無関係なも

のであることが明らかになりました。５点の衣類に付

着していた血痕をＤＮＡ型鑑定したところ、袴田さん

に由来するものはもとより、被害者に由来するものも

出なかったのです。 この事実は、５点の衣類が警察

によるねつ造であったことを意味します。 

 元もと５点の衣類は自白にもありません。また、いま

に至ってようやく検察から開示された自白の録音

テープなどを加えると、犯人なら間違えることのありえ

ない事実が誤っていたり、強引な誘導の形跡が隠し

ようもなく表れており、自白がウソであり、信用できな

いものであることもいっそう明らかになりました。    

犯行着衣は 
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ＤＮＡ型鑑定 

  原審の裁判では、起訴当時、犯行着衣はパジャマ

であるとした自白に沿う主張がなされていました。と

ころが、起訴から約１年後にもなって、事件直後に捜

索が実施されていた味噌タンクの底部から、麻袋に

入れられた衣類５点(「５点の衣類」)が発見され、公

判途中で、犯行着衣が「パジャマ」から「５点の衣類」

に変更されるという異常な経過をたどって死刑判決

が確定したものでした。  

裁判所は早急に再審開始を 
 現在、審理は静岡地裁で大詰めを迎えています。

誤った裁判は正さねば、袴田さんの命はもとより、こ

の国の人権も死んでしまいます。ご支援ください。 
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０
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冤罪・袴田事件は 証拠のねつ造、違法 
捜査のオンパレードオンパレード 

なぜ、こうも次々と冤罪がつくられるの

か―この問に全面的に応える国民救援会の本 
 

 栃木：足利事件、茨城：布川事件、福井：女子中学生殺人事件、

大阪：東住吉放火殺人事件、東京：東電ＯＬ殺人事件……これら

は、この最近の間に、確定有罪判決が誤っていたことが明らかとな

り、社会を震撼させた事件です。 

   それにしても、なぜ、こうも次々に冤罪がつくられるのか、裁判官

は証拠にもとづいて判断しているはずなのに、いったいその判断と

はどのような考えでおこなっているのか、冤罪裁判官は特殊な少数

者かそうでないのか、裁判員になったとき裁判官と一緒におこなう

評議は大丈夫なのか、そもそも刑事裁判のシステムの根本原則っ

て何なのか―続出する冤罪の発覚で湧いてくる自然な疑問です。 

  永年の冤罪事件支援運動の経験に立って、これに全面的に応え

る新刊本です。一般書店をはじめ、ネット通販でも入手できます。

全国の国民救援会の事務所でも取り扱っています。新協出版社

刊、本文293頁、1500円（＋税）。 

弟・袴田巌さんの無実を信じ、

全国を廻って支援を訴えてい

る実姉・袴田秀子さん（79歳） 

裁判官は服の味噌漬け経験なしで判断 
 

  袴田さんが犯人であることの中心的証

拠とされた５点の衣類……第一次再審で

裁判所は、最高裁を含めて、発見された

のは事件から１年以上たっていても、服

の味噌色の具合からすれば長期間味噌

に漬け込まれていたのだから、犯行直後

に味噌タンクに入れられたものであり、犯

行時の着衣だとしていました。 

  しかし、第二次再審で、服を５点の衣

類と同等の味噌色にするのは、２０分で

できることがわかりました。発見される直

前に味噌タンクに入れたらよいのです。

そのとき袴田さんは勾留中であり、そんな

ことはできませんから、捜査員が入れたと

考えるしかありません。裁判所は、服を味

噌漬けした経験もなく（これはなくても仕

方がありませんが）、確認できる実験もな

いままに、想像だけで判断したのです。 
 

逃走方法の実験写真もねつ造 
 

   証拠のねつ造はこれにとどまりません。

犯行後、専務宅の裏木戸は天部の留め

金がかかっていたが、下部をこじ開けて

逃走したとされています。警察は、それが

可能であることを実験した写真を証拠とし

ています。ところが、この写真は天部が

写ってないものでした（右写真下）。現場

の留め金は外れてはいません。弁護団

が実験結果をもとに追求した結果、実際

には留め金が外れており、ねつ造がバレ

たのでした。それでも確定判決は、事実

をゆがめて、検察の主張を認めました。 
 

自白は袴田さんの無実を証明している 
 

  自白に至っては、不自然で客観的事

実と合わないだけでなく、荒唐無稽な変

遷を繰り返しています。さらに重大なの

は、犯人なら絶対に知っているはずのこ

とを間違って述べているなど、袴田さん

が犯人でないことが隠しようもなく表れて

いる内容に満ちみちていることです。 

  その一例は奪った金。自白ではイラス

ト（右下図）まで描いて、金の入った甚吉

袋（通常、酒瓶などを入れる袋）を盗った

としています。専務が集金した金を甚吉

袋に入れていることは、従業員の誰もが

知っていました。ところが実際に奪われた

のは、さらにその中に金を入れた布袋が

あり、その布袋が奪われ、甚吉袋は空の

ままで現場に残されていたのです。これく

らい、自白が強要されて、知らないことを

想像で話したことを物語るものはありませ

ん。確定判決はこの調書を証拠として採

用せず真相の隠ぺいに手を貸しました。   

警察の実験写真。

実際は写真天部の

閂も外れていない。 

２００６年東日本プロボクシング協会が支援運動を開始 


